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浄
土
三
部
経
』
に
つ
い
て

ー
　
『
阿
弥
陀
経
』
　
『
観
無
量
毒
経
』
　
の
字
音
注
を
中
心
に

目
　
　
次

二
　
『
浄
土
三
部
経
』
　
に
つ
い
て

二
、
龍
門
文
庫
蔵
『
浄
土
三
部
脛
』

三
、
『
阿
弥
陀
擾
』
　
『
観
無
量
毒
脛
』
　
の
字
音
注

I
、
訓
点
の
加
点
は
移
点
に
よ
る
も
の
か
否
か

〔
1
〕
　
声
点

〔
2
〕
　
仮
名
音
注

H
、
訓
点
に
反
映
さ
れ
た
漠
字
音

〔
1
〕
　
声
点

1
声
点
の
形
式

2
一
音
節
去
声
字
の
上
声
化
の
割
合

〔
2
〕
　
仮
名
音
注

1
頭
音

の
頭
音
を
「
ウ
ー
」
と
す
る
表
記

拗
語
頭
の
狭
母
音
の
脱
落

2
体
母
音

佐

々

木

勇



Ⅲ
オ
段
長
音
の
開
合

∽
合
拗
音

3
尾
子
音

m
m
韻
尾
と
n
韻
尾

拗
舌
内
入
声
音
の
表
記

4
促
音

四
、
む
す
び

「
　
『
浄
土
三
部
脛
』
　
に
つ
い
て

浄
土
教
諸
宗
の
根
本
経
典
で
あ
る
『
浄
土
三
部
経
』
と
は
、
『
無
量
蕎
経
』
　
（
大
経
）
　
『
観
無
量
毒
経
』
　
（
観
経
）
　
『
阿
弥
陀
経
』
　
（
中
経
）
　
の
三

部
の
経
典
の
総
称
で
あ
る
。

（1）

こ
の
三
部
の
経
典
は
、
我
が
国
に
お
い
て
奈
良
時
代
に
既
に
浄
土
経
典
中
の
権
威
と
し
て
撰
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
早
い
例
で
は
、
『
正

倉
院
文
書
』
「
智
識
優
婆
塞
等
貢
進
文
」
に
、

蕃
井
達
磨
往
年
十
八
貫
右
京
九
條
三
房
戸
頭
葛
井
連
恵
文
之
男

讃
経
　
法
華
雁
一
部

方
磨
脛
一
部

僧
伽
咤
経
一
部

彿
頂
経
一
巻

詞
経
　
理
趣
経
一
巻

不
空
謂
索
随
羅
尼

最
勝
王
経
一
部

浬
磐
経
十
巻

禰
勒
脛
三
巻

阿
禰
陀
雁
一
巻

薬
師
経
一
巻

備
頂
施
羅
尼

龍
門
文
庫
蔵
『
浄
土
三
部
脛
』
　
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

詞
論
　
因
明
論
一
巻
　
　
百
法
論
井
鵬
唯
識

唯
識
論
二
巻
解
文
　
唱
檀
具
足

天
平
六
年
七
月
廿
七
日

の
如
く
に
記
さ
れ
た
例
が
見
ら
れ
る
。

『
寧
欒
遺
文
』
『
平
安
遺
文
』
中
に
は
、
本
経
を
「
讃
脛
」
「
講
話
」
の
下
に
記
し
た
例
が
外
に
も
存
す
る
が
、
そ
の
読
み
が
音
読
で
あ
っ
た

の
か
訓
読
で
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
知
る
べ
く
、
残
存
す
る
訓
点
本
を
見
る
に
、
本
経
の
平
安
時
代
の
訓
点
本
は

（2）

い
ず
れ
も
訓
読
を
示
し
て
お
り
、
漢
字
の
音
で
通
し
て
読
ん
だ
資
料
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
鎌
倉
時
代
以
降
の
も
の
し
か
管
見
に
入
っ
て
い
な

い
。
現
時
点
で
知
り
得
た
字
音
直
読
資
料
を
鎌
倉
時
代
の
も
の
に
絞
っ
て
記
せ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。

（3）

1
親
鸞
筆
『
観
無
量
寿
経
』
『
阿
弥
陀
経
』
建
仁
～
元
久
頃
点
。

（4）

2
仁
和
寺
蔵
『
阿
弥
陀
経
』
鎌
倉
初
期
点
。

（5）

3
恵
信
尼
筆
仮
名
書
き
『
無
量
寿
経
』
鎌
倉
中
期
写
本
。

（6）

4
出
口
常
順
現
下
蔵
『
阿
弥
陀
経
』
鎌
倉
後
期
点

5
龍
門
文
庫
蔵
『
浄
土
三
部
経
』
鎌
倉
後
期
点

（7）

以
下
、
時
代
が
降
る
と
と
も
に
、
残
存
す
る
音
読
資
料
は
多
く
な
る
。

こ
の
事
実
は
、
『
浄
土
三
部
経
』
の
読
詞
が
、
法
華
経
の
場
合
と
同
様
に
、

（8）

を
示
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
．
か
、
。
尚
、
『
浄
土
三
部
経
』
の
音
読
資
料
が
見
出
さ
れ
る
鎌
倉
時
代
以
降
も
、
そ
の
訓
読
が
滅
ん
だ
訳
で
は

な
い
こ
と
は
、
後
伏
見
院
展
翰
と
伝
え
ら
れ
る
『
仮
名
書
き
観
無
量
寿
経
』
が
知
恩
院
に
現
存
し
、
江
戸
時
代
に
至
っ
て
そ
の
模
刻
版
本
が

（9）

『
阿
弥
陀
経
』
と
共
に
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
一
点
を
も
っ
て
し
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
法
華
経
読
詞
の
歴
史

と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

古
く
は
訓
読
の
み
で
行
な
わ
れ
、
後
に
音
読
が
起
こ
っ
た
こ
と



二
、
龍
門
文
庫
蔵
『
浄
土
三
部
経
』

龍
門
文
庫
蔵
『
浄
土
三
部
経
』
は
、
川
瀬
一
馬
博
士
『
日
本
書
誌
学
之
研
究
』
（
昭
和
1
8
年
6
月
。
講
談
社
。
）
に
、
一
部
写
真
と
共
に
初
め

て
紹
介
さ
れ
た
。
以
下
そ
の
記
述
を
参
照
し
っ
つ
書
誌
的
事
柄
に
つ
い
て
略
述
す
る
。

本
文
は
、
鎌
倉
中
期
の
版
本
で
あ
り
、
『
無
量
寿
経
』
巻
上
・
『
無
量
寿
経
』
巻
下
・
『
観
無
量
寿
経
』
・
『
阿
弥
陀
経
』
の
四
帖
を
完
存
す
る
。

（10）

『
浄
土
三
部
経
』
の
総
て
を
備
え
た
版
本
と
し
て
は
、
最
古
の
も
の
の
内
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
四
帖
は
、
本
来
巻
子
本
で
あ
っ
た
も
の
を

江
戸
時
代
初
期
頃
に
折
本
に
改
め
た
も
の
ら
し
い
。

四
帖
と
も
に
、
毎
半
折
の
大
き
さ
は
、
縦
2
6
・
8
聖
横
8
・
2
c
m
で
あ
る
。
全
巻
に
金
界
を
施
し
、
上
下
欄
を
金
銀
切
箔
砂
子
に
よ
り
装
飾
す
る
。

界
高
2
2
・
2
聖
界
幅
2
・
0
～
2
・
2
聖
折
本
の
表
紙
に
は
後
筆
の
外
題
（
A
「
彿
説
阿
弥
陀
経
」
B
「
観
無
量
寿
経
」
C
「
無
量
票
経
巻
上
」
D
「
彿
説
無

量
寿
経
巻
下
」
。
以
下
、
各
帖
を
A
・
B
・
C
・
D
で
記
す
こ
と
が
あ
る
。
）
の
外
に
、
A
・
B
・
D
に
は
「
興
福
院
」
、
C
に
は
「
光
心
」
の
文
字

が
見
ら
れ
る
。
「
興
福
院
」
の
文
字
は
、
C
の
表
紙
見
返
に
も
存
し
、
B
の
奥
書
に
は
、
「
興
福
院
光
心
大
姉
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
興

（11）

福
院
は
、
現
在
奈
良
市
佐
保
川
西
町
の
浄
土
宗
の
尼
院
で
あ
り
、
光
心
は
、
興
福
院
の
江
戸
時
代
初
期
の
住
持
で
あ
っ
て
、
当
時
の
本
経
の

所
持
者
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

こ
の
龍
門
文
庫
蔵
本
に
は
、
極
め
て
詳
し
い
訓
点
が
加
点
さ
れ
て
お
り
、
重
要
な
国
語
史
科
と
な
り
得
る
。
そ
の
加
点
の
様
子
は
、
次
の

如
く
で
あ
る
。

B
『
観
無
量
寿
経
』
　
の
冒
頭
部
分

僻
義
郎
ン
射
撃
穀
…
都
ウ

ニ
ヨ
　
セ
　
　
カ
　
　
モ
ン
　
　
イ
チ
　
　
シ
　
フ
ツ
°

知
是
…
我
…
聞
・
一
…
時
価
．
・

タ
イ
　
　
ヒ
　
　
　
ク
　
シ
ユ
　
　
セ
　
ニ
ビ
ヤ
ク
　
コ

大
…
比
…
丘
衆
・
千
二
百
五
…

ソ
ウ
ノ
ク
ヱ
ン
　
カ
　
チ
ウ
カ
ウ
ラ
ウ
　
ヤ
　
シ
ヤ
ヤ
ク
ス

宋
元
嘉
中
一
畳
艮
耶
舎
詳

サ
イ
　
　
ワ
ウ
シ
ャ
，
シ
ャ
ウ
　
　
°
　
キ
シ
ャ
タ
セ
ン

在
…
王
合
．
城
・
．
膏
閣
堀
山
．
．

、

y

7

．

こ

ン

　

　

ク

　

　

ホ

サ

チ

サ

ム

マ

ン

ニ

千

十
．
人
．
．
倶
・
…
菩
薩
三
万
二
千

龍
門
文
庫
蔵
『
浄
土
三
部
経
』
　
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

モ

ン

　

　

シ

ユ

シ

　

リ

ホ

フ

ワ

ウ

シ

　

　

　

　

こ

　

ヰ

シ

ャ

ウ

シ

ユ

　

ニ

　

　

シ

ワ

ウ

シ

ヤ

タ

イ

．

シ

ョ

ウ

（

マ

マ

）

文
．
．
殊
師
利
法
王
子
．
．
・
而
席
上
…
首
・
余
…
時
王
舎
大
‥
．
城
　
・

「H」

本
経
は
、
右
と
同
様
な
状
態
で
四
帖
の
全
体
約
調
行
に
亘
っ
て
加
点
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

l

た
だ
し
、
そ
の
加
点
は
一
時
に
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
次
の
七
次
に
亘
っ
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

①
第
一
次
朱
点
　
－
　
四
帖
全
体
の
声
点
と
句
切
点
で
あ
り
、
②
第
一
次
基
点
の
下
に
な
る
箇
所
が
見
ら
れ
る
た
め
、
本
経
に
最
初
に
加
点

さ
れ
た
訓
点
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
鎌
倉
中
期
～
後
期
点
。

②
第
一
次
墨
点
I
A
『
阿
弥
陀
経
』
の
9
2
行
目
ま
で
の
仮
名
音
注
で
あ
り
、
仮
名
字
体
に
よ
り
鎌
倉
後
期
頃
の
訓
点
と
判
断
さ
れ
る
。

③
第
二
次
朱
点
　
－
　
四
帖
全
体
に
亘
り
、
①
第
一
次
失
点
に
重
ね
て
加
点
し
て
い
る
濃
い
朱
点
で
あ
る
。
②
第
一
次
墨
点
の
上
、
④
第
二

次
墨
点
よ
り
は
下
に
な
る
部
分
が
存
す
る
。
鎌
倉
後
期
頃
点
。

④
第
二
次
墨
点
　
－
　
A
『
阿
弥
陀
経
』
9
3
行
目
以
降
と
、
B
『
観
無
量
寿
経
』
と
の
仮
名
音
注
で
あ
り
、
仮
名
字
体
は
や
は
り
鎌
倉
後
期

頃
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

⑤
第
三
次
墨
点
　
－
　
C
『
無
量
寿
経
』
巻
上
・
D
『
無
量
寿
経
』
巻
下
の
二
帖
全
体
に
見
ら
れ
る
仮
名
音
注
で
あ
る
。
仮
名
字
体
よ
り
、

加
点
の
時
期
は
室
町
時
代
に
降
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑥
第
三
次
朱
点
l
l
l
l
l
①
と
同
様
、
C
・
D
の
二
帖
に
の
み
存
す
る
仮
名
音
注
で
あ
る
。
室
町
時
代
加
点
。

⑦
第
四
次
墨
点
　
－
　
四
帖
全
体
中
に
希
に
見
ら
れ
る
薄
墨
の
仮
名
音
注
で
あ
る
。
加
点
は
、
江
戸
時
代
に
ま
で
降
る
か
と
疑
わ
れ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
通
り
、
C
『
無
量
寿
経
』
巻
上
・
D
『
無
量
寿
経
』
巻
下
の
二
帖
に
対
す
る
仮
名
音
注
の
加
点
時
計
は
室
町
時
代

で
あ
り
、
他
の
二
帖
よ
り
も
遅
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
詳
か
で
は
な
い
が
、
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
『
無
量
寿
経
』
を
読
講
す
る

（13）

こ
と
が
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

そ
の
『
無
量
寿
経
』
上
・
下
二
帖
に
対
す
る
加
点
は
、
加
点
時
期
が
降
る
の
み
な
ら
ず
、
仮
名
音
注
の
内
容
に
も
『
阿
弥
陀
経
』
『
観
無
量

寿
経
』
と
相
違
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
若
干
例
を
左
に
記
す
。



同
連
声
を
盛
ん
に
表
記
す
る
。
（
用
例
の
声
点
は
省
略
す
る
。
以
下
同
じ
。
）

メ
ン
ナ
ウ
ソ
ン
シ
ャ

画
王
尊
者

コ
ン
ヌ
エ
ナ
チ
ヨ

根
悦
務／

ヨ

（
曇
　
シ
ン
剤
エ
ホ
サ
チ

（
C
1
1
）
　
信
慧
菩
薩
（
C
l
r
曇

（
C
7
5
）

㈲
m
・
n
吻
韻
尾
を
区
別
し
商
い
。

ウ
ヰ
ナ
ム
ヌ
ヰ
こ
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
タ
ワ
ン
ヌ
エ
ホ
サ
チ

寅
男
烏
女
（
C
舶
）
　
願
慧
菩
薩
（
C
2

（
「
男
」
は
m
韻
尾
、
「
願
」
は
n
韻
尾
で
あ
る
が
、
下
位
字
は
共
に
ナ
行
者
で
連
声
し
て
い
る
。
他
の
m
韻
尾
に
続
く
連
声
も
同
様
に
ナ
行
音
で

あ
る
。
）

右
の
様
な
点
で
、
『
無
量
寿
経
』
上
下
二
帖
は
、
『
阿
弥
陀
経
』
『
観
無
量
寿
経
』
の
二
帖
と
は
異
な
る
。
よ
っ
て
、
『
無
量
寿
経
』
上
下
二

帖
は
、
室
町
時
代
に
お
け
る
連
声
の
実
態
な
ど
を
知
る
資
料
と
し
て
は
貴
重
で
あ
る
が
、
他
の
二
帖
と
は
区
別
し
て
考
察
を
行
な
う
必
要
が

あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
鎌
倉
時
代
加
点
の
仮
名
音
注
を
有
す
る
A
『
阿
弥
陀
経
』
B
『
観
無
量
寿
経
』
の
二
帖
に
つ
い
て
の
分
析
を
行

な
う
こ
と
に
目
的
を
絞
り
た
い
。
そ
し
て
、
以
下
、
A
『
阿
弥
陀
経
』
B
『
観
無
量
寿
経
』
の
二
帖
を
、
本
資
料
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

三
、
『
阿
弥
陀
経
』
『
観
無
量
義
経
』
の
字
音
注

I
、
訓
点
の
加
点
は
移
点
に
よ
る
も
の
か
否
か

〔
1
〕
声
点

本
資
料
の
声
点
加
点
例
中
に
は
、
次
の
如
き
例
が
存
す
る
。

ム
リ
ヤ
ウ
，
ト
ウ
フ
ツ
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ウ
，
シ
ャ
ウ

a
無
量
．
憧
価
．
（
A
7
6
）
　
b
想
．
成
　
（
B
些

サ

ン

コ

C
．
．
珊
瑚
（
B
l
1
5
）

°

　

°

　

°

a
・
b
の
例
は
、
非
入
声
・
非
濁
音
で
あ
る
「
量
」
「
想
」
の
両
字
に
対
し
て
、
入
声
濁
の
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
二

龍
門
文
庫
蔵
『
浄
土
三
部
経
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
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（15）

例
は
、
そ
れ
ぞ
れ
直
後
の
「
憧
」
「
成
」
に
本
来
加
点
さ
れ
る
べ
き
去
声
点
が
、
直
上
に
ず
れ
て
生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
C
の
例

は
、
句
切
点
の
直
後
の
「
珊
」
に
、
上
位
字
の
影
響
に
よ
っ
て
濁
る
こ
と
を
示
す
新
濁
の
声
点
「
‥
」
が
加
点
さ
れ
た
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

（16）

下
字
「
瑚
」
　
の
上
声
新
濁
点
が
一
字
分
上
に
ず
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
声
点
加
点
上
の
誤
り
は
、
読
諦
し
っ
つ
加
点
さ
れ
る
際
に
は
起
こ
り
得
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
親
本
か
ら
の
移
点
に
よ

る
誤
り
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

〔
2
〕
仮
名
音
注

本
資
料
の
仮
名
音
注
の
加
点
に
は
、
一
旦
書
写
し
た
文
字
を
擦
り
消
し
、
そ
の
上
に
重
ね
て
記
し
た
部
分
が
見
ら
れ
る
。

ク
ヱ
ン
ソ
ク
ウ
ヰ
ネ
ウ

番
層
園
遼
（
B
型
（
「
ソ
ク
」
は
、
直
前
の
字
「
香
」
の
読
み
で
あ
る
「
ク
ヱ
ン
」
を
擦
り
消
し
た
上
に
書
き
、
「
ウ
ヰ
」
も
同
様
に
「
ソ

ク
」
を
擦
り
消
し
た
上
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
）

習
叫
ホ
ウ

深
法
（
B
3
4
5
）
（
「
シ
ム
」
は
、
直
後
の
字
「
法
」
　
の
読
み
で
あ
る
「
ホ
ウ
」
を
擦
り
消
し
た
上
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
）

擦
り
消
さ
れ
て
い
る
仮
名
は
外
に
も
存
す
る
が
、
総
て
本
文
の
墨
点
と
同
筆
で
あ
り
、
訓
点
加
点
の
途
中
の
誤
り
を
訂
し
た
例
と
判
断
さ
れ

る
。
こ
の
様
な
訓
点
加
点
の
際
の
誤
り
は
、
移
点
に
依
ら
ず
と
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
が
、
右
の
様
に
一
字
分
ず
つ
ず
れ
た
音
を
注
す
る
こ

と
は
、
さ
程
起
こ
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
本
資
料
中
に
は
、
親
本
か
ら
の
移
点
の
際
に
仮
名
字
形
の
類
似
に
よ
り
誤
写
し
た

（17）

と
考
え
ら
れ
る
例
が
散
見
す
る
の
で
あ
り
、
声
点
同
様
、
仮
名
音
注
も
移
点
に
か
か
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

H
、
訓
点
に
反
映
さ
れ
た
漢
字
音

本
節
で
は
、
訓
点
に
よ
り
知
ら
れ
る
漠
字
音
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
、
併
せ
て
、
祖
本
の
成
立
時
期
と
系
統
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

〔
1
〕
声
点

1
声
点
の
形
式



本
資
料
の
声
点
の
形
式
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
口

（18）

右
の
点
図
中
、
一
番
上
の
壷
の
毘
富
羅
声
と
第
二
の
壷
の
フ
入
声
は
、
実
際
の
加
点
例
は
そ
れ
ぞ
れ
一
例
ず
つ
で
あ
る
か
ら
、
本
資
料
は
、

ほ
ぼ
四
声
体
系
で
あ
る
と
言
え
る
。

（19）

さ
て
、
平
安
鎌
倉
時
代
の
呉
音
の
声
点
体
系
に
つ
い
て
は
、
沼
本
克
明
博
士
が
多
く
の
資
料
の
分
類
に
基
づ
き
考
察
を
さ
れ
て
い
る
。
今
、

（20）

こ
れ
に
少
々
の
資
料
を
加
え
、
分
類
の
観
点
を
変
え
て
把
握
し
直
し
て
み
た
い
。
そ
の
際
に
拠
所
と
な
る
資
料
を
次
に
掲
げ
る
。

伺
呉
音
直
読
資
料

①
大
般
若
経
平
安
後
期
点
（
慈
光
寺
・
東
京
国
立
博
物
館
・
国
立
国
会
図
書
館
・
大
東
急
記
念
文
庫
に
分
蔵
）
②
仏
説
六
字
神
呪
王
経
天
喜
・
保
安

点
（
石
山
寺
）
③
四
種
相
違
疏
文
仁
安
三
年
点
（
書
陵
部
）
④
妙
法
蓮
華
経
院
政
期
点
（
西
教
寺
）
⑤
仏
説
観
弥
勤
菩
薩
上
生
兜
率
陀
天
経
院

政
期
点
（
高
山
寺
）
⑥
大
般
若
経
院
政
期
点
（
金
剛
輪
寺
）
⑦
悌
説
一
切
如
来
金
剛
寿
命
陀
羅
尼
経
院
政
期
点
（
京
都
女
子
大
学
）
⑧
妙
法
蓮

華
経
院
政
末
期
点
（
聖
衆
来
迎
寺
）
⑨
阿
弥
陀
経
・
観
無
量
寿
経
鎌
倉
極
初
期
点
（
西
本
願
寺
）
⑩
円
覚
経
巻
上
嘉
禄
二
年
点
（
高
山
寺
）
⑪

大
方
広
仏
華
厳
経
寛
喜
元
年
点
（
高
山
寺
）
⑫
（
同
）
寛
喜
二
年
点
（
東
寺
）
⑬
妙
法
蓮
華
経
鎌
倉
初
期
点
（
某
氏
）
⑭
金
光
明
最
勝
王
経
鎌

倉
初
期
点
（
高
山
寺
）
⑮
大
般
若
経
鎌
倉
初
期
点
（
高
知
安
田
八
幡
宮
）
⑩
（
同
）
建
長
六
年
頃
点
（
東
京
大
学
国
語
研
究
室
・
大
東
急
記
念
文

庫
に
分
蔵
）
⑰
（
同
）
建
長
六
年
頃
点
（
山
梨
県
法
善
寺
）
⑩
仏
説
六
字
神
呪
王
経
文
永
六
年
頃
点
（
東
寺
）
⑩
妙
法
蓮
華
経
鎌
倉
中
期
点
巻

七
・
八
（
大
東
急
記
念
文
庫
）
⑳
（
同
）
巻
五
（
大
東
急
記
念
文
庫
）
⑳
（
同
）
鎌
倉
中
期
墨
点
巻
一
（
国
立
国
会
図
書
館
）
⑳
（
同
）
鎌
倉
中

期
墨
点
巻
二
（
国
立
国
会
図
書
館
）
⑳
（
同
）
鎌
倉
中
期
朱
点
巻
一
～
巻
七
（
国
立
国
会
図
書
館
）
⑭
成
唯
識
論
鎌
倉
中
期
点
（
大
東
急
記
念
文

龍
門
文
庫
蔵
『
浄
土
三
部
脛
』
　
に
つ
い
て
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庫
）
⑳
仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
多
経
鎌
倉
中
期
点
（
真
福
寺
）
⑳
大
方
広
仏
華
厳
経
正
安
二
・
三
年
点
（
高
山
寺
）
⑳
（
同
）
正
安
四
年
・
乾

元
二
年
・
嘉
元
元
年
点
（
高
山
寺
）
⑳
（
同
）
嘉
元
二
年
点
（
高
山
寺
）
⑳
中
論
偶
頒
鎌
倉
後
期
点
（
東
大
寺
図
書
館
）
⑳
（
同
）
鎌
倉
後
期

点
（
弘
文
荘
）
⑥
成
唯
識
論
鎌
倉
後
期
点
（
国
立
国
会
図
書
館
）
⑫
｛
同
）
鎌
倉
後
期
点
（
天
理
図
書
館
）
⑳
仏
説
六
字
神
呪
王
経
鎌
倉
後
期

点
（
真
福
寺
）
⑭
妙
法
蓮
華
経
永
和
三
年
頃
点
（
京
都
大
学
図
書
館
）
⑳
（
同
）
南
北
朝
期
点
（
大
東
急
記
念
文
庫
2
5
ノ
4
4
ノ
塑
⑳
（
同
）
南

北
朝
期
点
（
大
東
急
記
念
文
庫
2
5
ノ
4
3
ノ
塑
⑳
（
同
）
南
北
朝
期
点
（
京
都
国
立
博
物
館
）
⑳
（
同
）
南
北
朝
期
点
（
東
大
寺
図
書
館
）

㈲
音
義
・
字
書
資
料

用
金
光
明
景
勝
王
経
音
義
承
暦
三
年
抄
本
（
大
東
急
記
念
文
庫
）
拗
図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
和
音
注
・
呉
音
注
畑
大
般
若
経
字
抄
長
寛
二
年

写
本
㈲
法
華
経
単
字
保
延
二
年
写
本
㈲
九
条
本
法
華
経
音
鎌
倉
初
期
写
本
㈲
新
訳
華
厳
経
音
義
安
貞
二
年
写
本
の
貞
元
華
厳
経
音
義

安
貞
二
年
写
本
㈱
大
般
若
経
音
義
鎌
倉
初
期
写
本
㈱
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
和
音
注
・
呉
音
注
細
大
般
若
経
音
義
弘
安
九
年
写
本
　
仙

最
勝
王
経
音
義
正
平
七
年
写
本
和
音
注
・
呉
音
注
（
天
理
図
書
館
）

右
の
資
料
群
を
、
「
声
点
に
よ
る
清
濁
表
示
の
方
法
」
と
い
う
観
点
か
ら
分
類
す
る
な
ら
ば
、
以
下
の
如
く
に
分
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

0
清
濁
を
区
別
し
な
い
も
の

①
田

口
清
濁
を
区
別
す
る
も
の

I
清
と
濁
と
の
二
種
を
区
別
す
る
も
の

a
四
声
の
み
を
区
別
す
る
も
の

②
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑭
⑮
⑬
⑰
⑱
⑳
⑳
⑳
⑳
⑳
⑳
佃
畑
㈲
刑
㈱
㈱
㈹
価

b
四
声
の
外
に
毘
富
羅
声
ま
た
は
フ
入
声
を
区
別
す
る
も
の

（ナシ）



H
清
（
・
）
本
濁
（
‥
）
新
濁
（
‥
）
　
の
三
種
を
区
別
す
る
も
の

a
四
声
の
み
を
区
別
す
る
も
の

⑬
b
四
声
の
外
に
フ
入
声
を
区
別
す
る
も
の

⑩
C
四
声
の
外
に
毘
富
羅
声
・
フ
入
声
の
両
方
を
区
別
す
る
も
の

③
⑳
⑳
⑳
⑭
⑳
⑳
⑪
⑫
⑭
⑳
⑳
⑳
⑳

Ⅲ
清
（
・
）
本
濁
（
〓
新
濁
（
」
）
な
ど
を
区
別
す
る
も
の

④
㈲
㈲

こ
の
分
類
に
よ
っ
て
、
呉
音
資
料
で
清
濁
を
区
別
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
平
安
後

期
以
降
、
清
濁
を
区
別
す
る
資
料
の
中
で
、
I
清
と
濁
と
の
二
種
を
区
別
す
る
も
の
は
、
点
数
が
多
く
、
清
濁
を
区
別
す
る
資
料
の
中
で
の

最
も
一
般
的
な
声
点
形
式
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
た
だ
し
、
清
濁
二
種
を
区
別
す
る
声
点
形
式
で
は
、
声
調
は
四
声
だ
け
し
か
区
別
し
て
お

ら
ず
、
毘
富
羅
声
・
フ
入
声
を
区
別
す
る
資
料
は
一
点
も
存
し
な
い
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

時
代
が
降
り
、
院
政
時
代
に
入
る
と
、
清
濁
の
濁
の
内
に
、
「
本
濁
」
と
「
新
濁
」
と
を
区
別
す
る
資
料
が
現
わ
れ
る
（
H
・
Ⅱ
I
）
。
そ
し
て
、

そ
の
中
で
毘
富
羅
声
・
フ
入
声
が
生
ま
れ
て
来
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
尚
、
こ
の
形
式
の
中
の
H
C
は
法
相
宗
で
起
こ
り
、
H
I
は
院
政
期
の

（21）

天
台
宗
山
門
派
で
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
今
回
分
類
し
た
資
料
群
も
そ
れ
を
裏
付
け
る
。

こ
こ
で
、
龍
門
文
庫
蔵
『
阿
弥
陀
経
』
『
観
無
量
寿
経
』
の
声
点
形
式
に
視
点
を
も
ど
す
と
、
本
資
料
の
声
点
形
式
は
、
全
体
的
に
は
右
の

分
類
の
H
a
に
属
し
な
が
ら
も
、
毘
富
羅
声
・
フ
入
声
も
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
H
C
の
段
階
へ
の
過
渡
的
状
況
に
あ
る
形
式
で
あ
る
と
把

え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
即
ち
、
本
資
料
の
親
本
は
、
法
相
宗
の
流
れ
を
汲
む
加
点
本
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
て
く

龍
門
文
庫
蔵
『
浄
土
三
部
脛
』
　
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

る
の
で
あ
る
。2

二
音
節
去
声
字
の
上
声
化
の
割
合

次
に
、
本
資
料
の
声
調
体
系
が
、
い
つ
頃
の
呉
音
声
調
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
か
を
知
る
た
め
に
、
「
一
音
節
去
声
字
の
上
声
化
」
の
割

（22）

合
を
調
査
し
て
み
る
。
こ
の
現
象
は
、
鎌
倉
時
代
に
入
り
癖
著
と
な
り
、
鎌
倉
中
期
に
は
ほ
ぼ
完
了
す
る
も
の
で
あ
る
。
調
査
の
結
果
、
比

較
の
た
め
の
資
料
中
に
、
本
資
料
は
、
表
I
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
（
調
査
は
、
句
頭
の
例
に
限
っ
た
。
）

資
料

声
調

東 ㊥ 親 聖

去 〔／ 7＝J 90 81
声 例 例 例 例

上 73 02 6 4
声 例 例 例 例

（23）

聖
－
聖
衆
来
迎
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』
院
政
末
期
点

（
一
二
〇
一
－
〓
一
〇
六
）

親
－
親
鸞
筆
『
阿
弥
陀
経
』
『
観
無
量
寿
経
』
建
仁
～
元
久
頃
点

⑳
－
龍
門
文
庫
蔵
『
阿
弥
陀
経
』
『
観
無
量
寿
経
』
　
（
本
資
料
）

（
〓
一
五
四
）

東
－
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
一
連
長
六
年
頃
点

こ
れ
に
よ
る
と
、
本
資
料
の
上
声
化
の
割
合
は
、
鎌
倉
極
初
期
の
親
鸞
の
資
料
よ
り
は
高
く
、
鎌
倉
中
期
の
『
大
般
若
経
』
よ
り
は
低
い

の
で
あ
っ
て
、
鎌
倉
初
期
の
声
調
体
系
を
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
資
料
の
声
点
加
点
時
期
は
鎌
倉
中
期
か
ら
後

期
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
親
本
の
声
点
は
、
鎌
倉
初
期
頃
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

〔
2
〕
仮
名
音
注

1

頭

青
田
頭
音
を
「
ウ
ー
」
と
す
る
表
記

①
エ
列
音



本
資
料
の
字
音
仮
名
表
記
に
は
、
同
一
字
に
複
数
の
形
が
見
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
こ
に
取
り
上
げ
る
、
頭
音
の
字
音
仮
名
道
が
「
エ
」

ま
た
は
「
ヱ
」
　
の
字
の
場
合
も
、

そ
の
一
つ
で
あ
る
。

a
字
音
仮
名
遣
で
頭
音

エ
表
記

ヱ
表
記

エ
ウ幽ヱ

ウ幽
（2

＼
1

「
エ
」

エ
イ

）
映
（

ヱ
イ

）
映
（

の
字

1）5）

（
（
　
）
内
の
数
字
は
用
例
数
。
以
下
同
。
）

エ

フ

　

　

　

エ

ム

　

　

　

エ

ン

　

　

　

エ

ン

葉
（
6
）
閣
（
4
）
延
（
1
）
演
（
9
）

ヱ

フ

　

　

　

ヱ

ム

　

　

　

ヱ

ウ

　

　

　

ヱ

ム

葉
（
8
）
闇
（
2
）
揺
（
1
）
焔
（
3
）

エ

　

　

　

エ

ウ

　

　

　

エ

ウ

　

　

　

エ

ン

衣
（
1
）
要
（
1
）
造
（
4
）
緑
（
4
）

b
字
音
仮
名
達
で
頭
音
「
ヱ
」
　
の
字

工
表
記
　
－
　
（
ナ
シ
）

ヱ
ン
　
　
　
　
　
　
　
ヱ

ヱ
　
　
　
　
　
　
　
ヱ
チ

ヱ
表
記
－
－
⊥
凰
　
（
6
）
廻
（
5
）
童
（
1
）
悦
（
1
）

ウ
ヱ
ン
　
　
　
　
　
ウ
ヱ
　
　
　
　
　
　
ウ
ヱ
　
　
　
　
　
　
ウ
ヱ
ン

ヱ慧ウ
ヱ

ウ
ヱ
表
記
－
囲
（
1
）
廻
（
1
）
室
（
3
）
椀
　
（
1
）
合

ウ
エ
ン

ウ
エ
表
記
－
椀
（
1
）

ヱ

（

2

）

衛

（

1

）

ウ
ヱ
ン

（
1
）
鴛
　
（
1
）

a
頭
音
の
字
音
仮
名
遣
エ
の
字
に
は
、
同
一
漢
字
で
あ
っ
て
も
エ
・
ヱ
の
両
表
記
が
見
ら
れ
、
当
時
の
国
語
に
お
け
る
ア
行
・
ヤ
行
の
エ
と

り
行
の
ヱ
と
の
発
音
上
の
区
別
が
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
伺
わ
し
め
る
。

一
方
、
b
頭
音
の
仮
名
遣
ヱ
の
字
は
、
ヱ
あ
る
い
は
ウ
ヱ
・
ウ
エ
の
表
記
が
採
ら
れ
、
漢
字
原
音
の
合
口
性
を
表
わ
そ
う
と
す
る
努
力
が

看
取
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に
ウ
ヱ
の
如
き
表
記
が
採
ら
れ
る
こ
と
は
、
当
時
の
国
語
の
音
韻
変
化
に
よ
っ
て
、
ワ
行
の
ヱ
の
合
口
性

！

′

　

　

　

　

　

　

　

　

（

2

4

）

が
薄
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
和
語
あ
る
い
は
口
頭
語
で
は
輿
の
音
節
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
た
時
点
で
も
、

′
／

漢
字
音
に
よ
る
経
文
読
講
の
場
で
は
、
そ
れ
を
音
韻
と
し
て
区
別
し
ょ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

②
イ
列
音

①
エ
列
音
と
同
様
に
用
例
を
掲
げ
る
。

a
字
音
仮
名
道
で
頭
音
「
イ
」
　
の
字

龍
門
文
庫
蔵
『
浄
土
三
部
脛
』
　
に
つ
い
て



イ
表
記

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

イ

チ

　

　

　

イ

　

　

　

イ

ン

　

　

　

イ

ン

　

　

　

イ

　

　

　

　

イ

　

　

　

イ

ン

　

　

　

イ

　

　

　

　

イ

　

　

　

イ

チ

一

八

6

6

）

以

（

4

7

）

印

（

1

）

因

へ

9

）

夷

（

1

）

己

（

3

9

）

引

（

1

）

意

（

7

）

異

（

8

）

逸

（

1

）

ウ
ヰ

ウ
ヰ
表
記
－
移
（
1
V

b
字
音
仮
名
遣
で
頭
音
「
ヰ
」
　
の
字

イ

イ
表
記
　
－
　
睾
（
3
）

ヰ

ヰ
表
記
　
－
・
睾
（
2
7
）

ヰ園

ウ

ヰ

　

　

　

ウ

ヰ

ウ
ヰ
表
記
－
園
（
1
）
威

ヰ

　

　

　

　

ヰ

　

　

　

　

ヰ

　

　

　

　

ヰ

　

　

　

　

ヰ

（
2
）
威
（
3
）
烏
（
8
7
）
位
（
1
）
慰
（
3
）
謂
（
1
）

ウ
ヰ

（

1

）

薦

（

1

）

右
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
通
り
、
こ
の
場
合
に
も
ウ
ヰ
の
表
記
が
見
ら
れ
、
当
時
の
国
語
に
お
い
て
、
ワ
行
の
ヰ
の
合
口
性
が
失
わ
れ
か
け

て
い
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
異
例
は
存
す
る
も
の
の
、
字
音
仮
名
達
に
対
応
し
た
表
記
が
、
①
エ
列
音
と
較
べ
て
多
数
で
あ
る

／

　

　

　

　

　

　

　

　

′

／

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

2

5

）

こ
と
は
、
輿
の
消
滅
よ
り
も
．
u
l
ゐ
消
滅
の
方
が
遅
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

！

／

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

′

！

③
オ
列
音

頭
音
オ
・
ヲ
の
漢
字
に
は
、
本
資
料
中
に
ウ
オ
・
ウ
ヲ
の
如
き
表
記
例
は
存
し
な
い
。
先
と
同
様
に
表
記
例
を
掲
げ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ

る
。a

字
音
仮
名
達
で
頭
音
「
オ
」
　
の
字

オ
表
記

ヲ
表
記

オ
ク
　
　
　
　
　
　
　
オ
ク
　
　
　
　
　
　
オ
ム
°
オ
ン

億
（
2
）
憶
（
1
）
　
音

ヲ
タ
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
タ
　
　
　
　
　
　
ヲ
ム
°
ヲ
ン

億
（
2
8
）
憶
（
1
）
　
音

オ

（

7

）

於

（

5

4

）

ヲ
ウ

（

3

4

）

魔

人

1

8

）

鷹

（

1

）

b
字
音
仮
名
道
で
頭
音
「
ヲ
」
　
の
字

オ
表
記
　
－
　
（
ナ
シ
）

ゴ
ノ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ノ
ン

ヲ
表
記
　
－
　
園
（
1
）
垣
（
1
）
遠
（
2
）
飲
（
1
）

（26）

全
体
と
し
て
「
ヲ
ー
」
の
表
記
例
が
多
い
の
は
、
当
時
、
仮
名
と
し
て
の
「
ヲ
」
が
、
「
オ
」
よ
り
も
優
勢
と
な
っ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
が
、



本
資
料
の
仮
名
表
記
と
字
音
仮
名
達
と
の
対
応
は
、
認
め
難
い
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
資
料
は
、
語
頭
の
オ
と
ヲ
と
の
発
音
上
の
区
別
が

（
2
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

失
わ
れ
た
と
さ
れ
る
1
1
世
紀
以
降
の
音
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

以
上
、
イ
列
音
で
は
基
本
的
に
古
用
に
適
い
、
エ
列
音
で
も
字
音
仮
名
遣
ヱ
の
字
は
原
音
に
対
応
し
て
い
る
本
資
料
の
仮
名
音
注
は
、
日

（29）

本
漢
字
音
史
に
お
け
る
鎌
倉
時
代
初
期
頃
の
様
相
と
一
致
す
る
。

畑
語
頭
の
狭
母
音
の
脱
落

〕

本
賀
料
の
仮
名
音
注
に
は
、
「
こ
の
字
に
「
チ
」
と
だ
け
注
し
、
頭
音
I
を
記
さ
な
い
例
が
見
ら
れ
る
。

〔

チ
イ
チ

一

一

（

B

9

3

9

4

1

0

2

1

1

1

1

1

1

1

1

7

1

1

8

1

3

3

1

3

4

）

イ

チ

イ

チ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

イ

チ

ノ

＼

　

　

　

　

　

　

　

　

イ

チ

一

一

（

B

5

8

9

4

9

7

1

1

2

1

1

6

1

2

8

1

3

2

1

4

0

）

一

一

　

　

（

B

1

2

2

1

3

0

…

聖

　

二

　

（

B

2

4

1

型

右
の
如
く
「
〓
」
と
い
う
語
の
上
字
の
場
合
で
あ
り
、
他
語
の
場
合
に
は
省
略
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
（
「
4
時
」
「
」
野
な
ど
）
。
ま
た
、

ヽ
l
l
ノ
．

「
〓
」
と
い
う
同
一
語
内
で
も
「
イ
チ
イ
チ
」
と
「
チ
イ
チ
」
と
の
両
様
が
存
し
、
「
チ
イ
チ
」
の
表
記
は
、
語
頭
の
狭
母
音
i
が
脱
落
し

〔

た
場
合
の
音
を
記
し
留
め
た
音
声
的
な
表
記
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
。

語
頭
の
狭
母
音
の
脱
落
に
つ
い
て
は
、
和
語
で
は
、
「
バ
ウ
（
奪
）
」
「
ダ
ス
（
出
）
」
な
ど
の
例
が
、
平
安
中
期
の
角
筆
文
献
に
指
摘
さ
れ
、

（30）

毛
筆
に
よ
る
文
献
で
も
平
安
後
期
の
例
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
本
資
料
の
如
き
字
音
直
読
資
料
の
字
音
語
に
類
例
を
指
摘
で
き
る
こ
と
は
重

要
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

2
体
母
音

Ⅲ
オ
段
長
音
の
開
合

本
資
料
の
仮
名
表
記
の
内
、
特
に
注
目
す
べ
き
問
題
と
し
て
、
オ
段
長
音
の
表
記
が
有
る
。

①
連
母
音
の
長
音
化

本
資
料
に
は
、龍

門
文
庫
蔵
『
浄
土
三
部
脛
』
　
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

〕
　
　
ミ
ヤ
ヲ
ヰ
シ
ャ
ウ
ク
ワ
ン

a
u
－
名
烏
正
敏
　
（
B
堅

）
八
　
カ
イ
ヲ
列
　
　
ク
ワ
ン
シ
　
　
　
　
　
セ
　
コ
一
プ
ヲ
タ
ウ

血
つ
皆
應
＝
摘
空
B
1
7
。
）
是
故
應
富
（
B
塑
　
　
　
　
　
　
　
（
型

の
如
き
例
が
存
し
、
a
u
O
u
の
連
母
音
は
、
共
に
長
音
化
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し

′

し

六
四

②
オ
段
長
音
の
開
合
の
表
記

本
資
料
に
は
、
岩
ら
転
じ
た
開
長
音
管
、
曾
ら
転
じ
た
合
長
音
回
と
の
表
記
を
混
同
し
て
い
る
例
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

1
．

こ
　
シ
ワ
ウ
シ
ヤ
タ
イ
シ
即
し
　
　
　
　
　
シ
ャ
ウ

余
時
王
舎
大
城
　
（
B
4
）
〔
城
　
（
1
例
）
〕

シ
ョ
ウ
コ
フ
シ
ャ
ウ
イ
ン

滞
業
正
因

シ
ョ
ウ
　
シ
　
シ
　
サ
イ

生
死
之
罪

こ
ヨ
　
シ
　
キ
ヨ
ウ
シ
ヤ

如
此
行
者

ム
　
リ
ヨ
ウ
ホ
ウ
カ
イ

天
童
賓
蓋

シ
ヤ
ウ

（
B
6
9
）
l
〔
浮
（
1
8
例
）
〕

シ
ヨ
ウ
シ
ヨ
フ
ツ
セ
ン

（
B
4
1
1
）
生
諸
備
前
（
B
4
2
7
）

キ
ヤ
ウ

（
B
3
6
0
）
　
〔
行
　
（
3
7
例
）
〕

リ
ヤ
ウ

（
B
墜
　
〔
量
　
（
5
0
例
）
〕

シ

ヤ

ウ

シ

ア

タ

シ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

ヤ

ウ

生
此
悪
子
（
ヤ
は
ヨ
擦
り
消
し
の
上
）
（
B
型
〔
生
　
（
1
2
4
例
）
〕

シ
キ
セ
ウ
ヲ
ム
シ
ヤ
ウ

食
勉
飲
費
　
（
ヤ
は
ヨ
擦
り
消
し
の
上
）

〕
　
シ
ャ
ウ
ホ
ウ
レ
ン
ク
ヱ
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ョ
ウ

毎
－
乗
賛
蓮
華
（
B
些
〔
乗
（
8
例
）
〕

チ
ヤ
ウ
シ
ヤ
ウ
ヒ
リ
ヤ
ウ
　
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ヨ
ウ

頂
上
批
樗
伽
（
B
2
3
3
）
〔
楔
　
（
3
例
）
〕

シ
ヤ
ウ

（
B
9
）
　
〔
費
　
（
2
例
）
〕

オ
段
長
音
の
開
合
の
別
は
、
室
町
時
代
末
ま
で
は
一
般
に
は
保
た
れ
て
い
た
と
説
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
混
同
例

は
平
安
時
代
か
ら
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
資
料
の
例
を
含
め
た
そ
の
よ
う
な
早
期
の
例
を
、
い
か
に
解
す
べ
き
か
は
決
定
し
か
ね
る
が
、

平
安
・
鎌
倉
時
代
の
混
同
例
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
も
の
の
大
部
分
が
、
漢
字
音
の
例
で
あ
る
点
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
漠
字
音
は
、

当
初
か
ら
学
習
す
べ
き
音
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
拗
音
の
発
音
は
、
そ
の
中
で
も
習
得
困
難
な
音
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。



ヽ

l

l

ノ

　

　

ヽ

－

1

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

．

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

l

l

ノ

そ
れ
故
、
拗
長
音
化
し
た
．
膵
と
．
脚
と
の
音
の
違
い
は
区
別
で
き
て
も
、
当
該
漢
字
の
音
が
．
脚
で
あ
る
の
か
．
脚
で
あ
る
の
か
の
認
識
が
難
し
く
、

′

し

　

・

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

　

　

　

　

　

　

　

　

．

し

表
記
の
混
同
と
な
っ
て
表
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
際
、
丁
刊
ウ
」
の
字
音
仮
名
達
の
字
の
仮
名
表
記
を
T
l

（32）

訓
ウ
」
と
す
る
例
の
方
が
古
く
か
ら
見
出
せ
る
こ
と

ヽ

l

l

ノ

　

　

ヽ

l

l

ノ

は
、
こ
の
混
同
を
起
こ
さ
せ
る
力
が
、
．
揮
1
．
膵
と
い
う
発
音
労
力
の
少
な
い
方
向
に
よ

′

し

　

　

　

′

し

り
強
く
働
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
本
資
料
の
オ
段
長
音
の
開
合
の
表
記
が
、
底
本
の
表
記
を
そ
の
ま
ま
に
伝
え
る
も
の
か
否
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
開
音
の
字
に
対
し
一
旦
「
シ
訓
ウ
」
と
し
な
が
ら
、
「
ヨ
」
を
擦
り
消
し
た
上
に
「
ヤ
」
を
記
し
て
古
用
に

適
う
仮
名
遠
に
訂
し
て
い
る
二
例
に
つ
い
て
は
、
誤
写
の
多
い
現
存
本
の
加
点
者
が
、
鎌
倉
後
期
の
移
点
の
際
に
底
本
を
良
く
見
ず
、
自
分

の
発
音
に
従
っ
て
加
点
し
た
後
、
写
し
誤
り
に
気
づ
い
て
訂
し
た
例
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

畑
合
拗
音

キ

ヤ

ク

　

　

　

　

　

　

　

キ

ヤ

ウ

　

　

　

　

　

ク

ヰ

ヤ

ウ

本
資
料
の
合
拗
音
の
表
記
は
、
よ
く
古
用
に
適
っ
て
お
り
、
直
音
表
記
例
は
、
「
逆
　
（
3
例
）
」
と
「
況
　
（
1
例
）
（
況
　
（
3
例
）
）
」
の

み
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
内
「
逆
」
字
は
、
「
観
音
院
本
類
衆
名
義
抄
和
音
」
で
も
「
禾
レ
キ
ヤ
ク
」
　
（
悌
上
5
9
－
4
）
、
高
山
寺
蔵
『
金
光
明

キ
ヤ
ク

最
勝
王
経
』
鎌
倉
初
期
点
で
も
「
逆
前
来
」
（
巻
十
）
と
表
記
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
本
資
料
の
仮
名
音
注
が
鎌
倉
初
期
頃
の
漢
字
音
を
反
映

す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
考
察
と
矛
盾
し
な
い
。

3
尾
子
音

m
m
韻
尾
と
n
韻
尾

鎌
倉
時
代
に
大
き
な
変
化
を
見
せ
る
現
象
の
一
つ
で
あ
る
m
韻
尾
と
n
韻
尾
と
の
表
記
に
つ
い
て
調
査
し
て
み
る
。

①
m
韻
尾
字

a
ム
表
記
－
1
2
6
字
鋤
例

龍
門
文
庫
蔵
『
浄
土
三
部
経
』
　
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六

三
八
空
今
（
1
7
）
凡
（
3
）
南
（
1
）
含
（
1
）
晶
（
1
5
）
厳
（
9
）
尋
（
2
）
心
（
望
念
（
㍊
）
恵
（
1
）
慨
（
1
）
林
（
1
）

梵
（
5
）
深
（
8
）
煩
（
3
）
犯
（
2
）
甚
（
6
）
男
（
6
）
禁
（
1
）
臨
（
3
）
貪
（
1
）
金
人
望
闇
（
6
）
音
（
空
飲
（
1
V

b
ン
表
記
－
1
7
字
6
0
例

三
八
1
0
）
今
（
3
）
凡
（
1
）
傲
（
3
）
晶
（
3
）
巌
（
1
）
尋
（
1
）
心
（
2
）
念
（
7
）
怒
（
1
）
慨
（
1
）
林
（
1
）
梵
（
1
）

甚
（
1
）
男
（
2
）
金
（
9
）
音
（
1
3
V

C
無
表
記
－
1
字
2
例

音
（
2
）

②
n
韻
尾
字

a
ン
表
記
－
1
2
8
字
臓
例

万
（
1
1
）
乾
（
1
）
乱
（
1
）
云
（
6
）
人
（
響
仁
（
1
）
伴
（
1
）
但
（
1
0
）
便
（
5
）
信
（
1
4
）
元
（
1
）
先
（
4
）
典
（
4
）

冠
（
4
）
分
（
1
8
）
前
（
1
9
）
勘
（
2
）
千
八
”
豊
半
（
1
）
印
（
1
）
間
（
3
）
善
（
2
9
）
嘆
（
3
）
因
（
9
）
園
（
1
）
囲
（
7
）

園
（
l
V
堅
（
1
）
塵
（
1
）
天
入
相
豊
娩
（
2
）
存
（
1
）
安
八
2
）
官
（
1
）
宣
（
2
）
専
（
2
）
尊
（
3
0
）
山
（
1
1
）
幡
（
1
）

幻
（
1
）
延
（
1
）
引
（
1
）
弾
（
1
）
偏
（
4
）
忍
（
6
）
（
以
下
8
3
字
略
。
）

b
ム
表
記
－
5
字
5
例

信
（
1
）
然
（
1
）
煩
（
1
）
見
（
1
）
進
（
1
V

C
無
表
記
！
7
字
1
0
例

万
（
2
）
先
（
1
）
千
八
2
）
善
（
2
）
本
（
1
）
言
（
1
）
身
（
1
）

（33）

漠
字
音
の
m
韻
尾
と
n
韻
尾
と
の
表
記
は
、
平
安
後
期
末
に
m
－
ム
・
n
－
ン
で
定
着
し
た
も
の
の
、
鎌
倉
時
代
に
入
り
、
表
記
の
混
同

例
が
急
増
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
表
記
混
同
の
割
合
は
各
資
料
間
で
相
違
す
る
た
め
、
混
同
の
割
合
に
よ
っ
て
ど
の
時
代
の
加
点
資
料
で
あ



（
一
二
四
二
）

る
か
を
確
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
と
は
言
え
、
鎌
倉
中
期
の
古
文
孝
経
仁
治
三
年
点
で
は
全
く
区
別
の
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ

（34）
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
資
料
は
、
鎌
倉
初
期
頃
の
実
態
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

拗
舌
内
入
声
音
の
表
記

本
資
料
の
舌
内
入
声
音
の
表
記
は
、
チ
表
記
が
圧
倒
的
に
多
く
、
そ
の
中
に
ツ
表
記
を
交
え
る
も
の
で
あ
る
。

a
チ
表
記

先
行
母
音

同
相
・
郎
・
現
・
畢
撃
撃
射

イ
チ
　
　
シ
チ
　
　
シ
チ
　
　
シ
チ
　
　
シ
チ
　
　
ビ
チ
　
　
シ
チ
　
　
こ
チ
　
　
シ
チ
　
　
ミ
チ
　
　
イ
チ

m
一
・
七
・
失
・
室
・
賓
・
必
・
悉
・
日
・
疾
・
蜜
・
逸

屈
　
（
ナ
シ
）

の
鞘
・
墾
窄
衡
・
僻
・
響
響
撃
響
疇
・
軍
領

国
撃
窄
撃
撃
鵬

b
ツ
表
記

先
行
母
音

屈
　
（
ナ
シ
）

m
　
（
ナ
シ
）

屈
畢
璃
・
聖
酌

的
　
（
ナ
シ
）

同
射

鎌
倉
時
代
に
入
る
と
、
舌
内
入
声
音
の
表
記
は
、
「
ツ
」
が
一
般
的
と
な
り
、
そ
れ
が
促
音
の
表
記
に
も
受
け
継
が
れ
て
行
く
の
で
あ
っ
て
、

鎌
倉
時
代
の
加
点
に
も
拘
ら
ず
多
数
の
チ
表
記
を
見
せ
る
本
資
料
の
舌
内
入
声
音
表
記
は
、
一
般
的
な
も
の
と
は
言
え
な
い
。

こ
こ
で
、
鎌
倉
時
代
に
あ
っ
て
本
資
料
と
同
様
な
舌
内
入
声
音
の
表
記
を
見
せ
る
資
料
と
し
て
、
東
京
大
学
国
語
研
究
室
・
大
東
急
記
念

龍
門
文
庫
蔵
『
浄
土
三
部
経
』
　
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
譜
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八

〓
二
五
四
）

文
庫
分
蔵
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
建
長
六
年
頃
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
昔
内
入
声
音
の
表
記
の
実
態
を
先
と
同
様
に
記
せ
ば
、

次
の
通
り
で
あ
る
。
（
調
査
は
巻
一
～
巻
十
八
た
だ
し
巻
二
は
欠
）
に
限
っ
た
。
）

a
チ
表
記

先
行
母
音

同
郡
・
撃
撃
璽
畢
撃
撃
野
郎
・
撃
撃
撃
匿

シ
チ
　
　
シ
チ
　
　
こ
ナ
　
　
シ
チ
　
　
イ
チ
　
　
ヒ
チ
　
　
シ
チ
　
　
ヒ
チ
　
　
リ
チ

m
失
・
悉
・
日
・
疾
・
逸
・
芯
・
膝
・
畢
・
律

同
　
（
ナ
シ
）

河
野
畢
撃
撃
墾
撃
響
撃
撃
縄
・
墾
響
併

用
　
（
ナ
シ
）

セ
チ
　
タ
ヱ
チ
　
セ

雪
・
決

ク
ツ

先
行
母
音
回
の
場
合
の
表
記
例
が
「
屈
」
字
の
み
で
は
あ
る
が
、
大
部
分
が
チ
表
記
で
あ
り
、

b
ツ
表
記

先
行
母
音

回
　
（
ナ
シ
）

の
　
（
ナ
シ
）

同
郡

回
折

∵
∴
午
，
誓
．
∵
∵

コ
ツ
　
　
コ
ツ
　
　
オ
ツ
°
ヲ
ツ

欽
・
骨
・
越

し
か
も
、
先
行
母
音
国
と
同
の
場
合
に
ツ
表

記
が
見
ら
れ
る
点
で
、
本
資
料
と
一
致
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
資
料
で
は
、
先
行
母
音
回
の
場
合
に
は
必
ず
ツ
表
記
と
な
り
、
さ
ら
に
可
に

ト
L

続
く
例
で
も
ツ
表
記
が
存
す
る
点
か
ら
、
龍
門
文
庫
蔵
『
阿
弥
陀
経
』
『
観
無
量
寿
脛
』
よ
り
も
、
チ
か
ら
ツ
へ
の
移
行
が
進
ん
で
い
る
と
言

え
る
。



（35）　　　（36）

尚
、
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
も
、
舌
内
入
声
を
主
に
チ
表
記
す
る
資
料
と
し
て
、
外
に
「
法
華
経
音
義
」
と
親
鸞
遺
文
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
二
つ
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
お
く
。

ま
ず
、
「
法
華
経
音
義
」
に
つ
い
て
触
れ
る
。
東
京
大
学
国
語
研
究
蔵
『
法
華
経
音
義
』
（
明
覚
三
蔵
流
）
を
例
に
挙
げ
る
な
ら
ば
、
こ
の
音

義
は
、
室
町
時
代
の
写
し
で
あ
り
な
が
ら
、
九
条
本
『
法
華
経
音
』
の
流
れ
を
受
け
「
津
字
」
と
「
知
字
」
と
を
分
け
、
「
津
字
」
「
知
字
」

に
は
九
条
本
と
同
様
の
字
を
掲
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
巻
音
義
の
『
法
華
経
単
字
』
・
心
空
『
法
華
経
音
訓
』
の
仮
名
表
記
に
は
、

先
行
母
音
同
国
の
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
河
川
t
e
l
の
場
合
に
も
ツ
表
記
例
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
実
際
の
運
用
の
場
で
は
、
鎌
倉
時
代
に

（37）

既
に
、
本
資
料
よ
り
は
ツ
表
記
例
が
多
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
「
親
鸞
遺
文
」
に
つ
い
て
見
る
。
親
鸞
は
、
徹
底
し
た
舌
内
入
声
チ
表
記
の
中
で
、
先
行
母
音
国
の
漢
字
に
つ
い
て
は
ツ
表
記
を
採

る
こ
と
が
有
る
が
、
「
悌
」
の
字
に
つ
い
て
は
、
実
に
多
数
の
付
音
例
の
総
て
を
「
フ
刊
」
と
し
て
一
例
の
例
外
も
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
龍
門
文
庫
蔵
『
阿
弥
陀
経
』
『
観
無
量
寿
経
』
が
、
謝
例
の
仮
名
表
記
の
総
て
を
「
フ
叫
」
と
す
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
り
、

親
鸞
遺
文
と
本
資
料
と
の
直
接
の
関
係
は
否
定
さ
れ
そ
う
で
あ
る
。

以
上
、
本
資
料
の
舌
内
入
声
音
の
表
記
に
類
似
す
る
同
時
代
の
資
料
と
し
て
、
一
、
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
建
長
六
年
頃
点
（
法
相
宗
関

係
）
・
二
、
「
法
華
経
音
義
」
（
た
だ
し
明
覚
流
の
も
の
。
天
台
宗
山
門
派
）
・
三
、
親
鸞
遺
文
（
浄
土
真
宗
）
を
取
り
上
げ
た
が
、
本
資
料
は
、
法

（38）

相
宗
関
係
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
建
長
六
年
頃
点
に
最
も
近
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
先
の
声
点
の
形
式
、

並
び
に
次
項
の
促
音
の
仮
名
表
記
法
か
ら
導
か
れ
る
所
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

4

促

音

本
資
料
に
は
、
舌
内
入
声
音
の
中
心
的
表
記
で
あ
る
チ
表
記
が
、
他
の
人
声
音
の
表
記
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
例
が
、

多
数
存
す
る
。
そ
の
具
体
例
を
韻
尾
別
に
次
掲
す
る
。
（
声
点
略
）

a
唇
内
人
声
（
ゴ

龍
門
文
庫
蔵
『
浄
土
三
部
経
』
　
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

コ

チ

シ

ヨ

　

　

　

シ

チ

ハ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

チ

セ

ウ

コ

ウ

劫
初
（
B
鬱
十
方
（
A
4
4
B
4
9
5
0
5
2
1
2
7
川
2
1
3
狙
2
6
7
m
3
1
6
3
3
2
）
十
小
l
劫

セ

チ

ソ

ク

　

　

　

　

セ

チ

シ

ユ

　

　

　

　

セ

チ

シ

ヨ

1
0
3
2
5
3
3
0
3
5
3
弧
鍋
）
接
点
（
B
1
5
3
）
撮
取
（
B
鋤
「
揖
諸
（
B
墾

シ

キ

　

　

　

　

　

　

サ

チ

ク

ワ

ン

色
（
A
3
0
9
1
B
1
3
3
）
雑
観
　
（
B
m
m
）

コ
チ
シ
ャ
ウ

七
〇

シ

チ

コ

ウ

　

　

　

　

シ

チ

ク

ワ

ン

　

　

　

　

カ

チ

シ

ヤ

　

　

　

　

　

カ

チ

シ

ヤ

ウ

（
B
墾
十
劫
」
A
4
7
）
十
観
（
B
墾
合
者
囁
1
9
9
1
9
9
）
合
掌
（
沌

コ

列

シ

ヨ

　

　

　

　

　

ホ

チ

シ

　

　

　

　

　

　

　

キ

チ

コ

ト

ク

タ

ン

　

　

　

　

　

サ

チ

業
障
　
（
B
組
竺
業
虞
（
B
4
8
）
法
子
（
B
3
2
3
墾
給
狐
濁
圏
（
A
2
）
雑

b
喉
内
入
声
（
売
）

ヤ

チ

ケ

ン

　

　

　

　

ヤ

チ

ケ

ン

　

　

　

　

ヲ

チ

コ

フ

亦
達
人
B
型
亦
見
膚
型
億
劫
（
B
l
O
7
1
4
5
2
0
1
個
）

ホ

チ

ハ

ウ

　

　

　

　

　

ソ

チ

ケ

ン

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ソ

列

カ

イ

柵
）
北
方
　
（
A
8
0
）
即
見
（
B
2
1
5
2
2
3
瓢
湖
4
1
g
）
即
開

ヲ
チ
コ
ウ

億
劫
（
B
旭
）

ソ
チ
ケ
ン

（
B
3
2
6
）
即
遣 オ

チ
コ
ウ

億
劫
（
B
W
）

ト
チ
ケ
ン

（
B
型
得
見

シ
フ
ヲ
チ
ク
ワ
ウ
ミ
ヤ
ウ

八
十
億
光
明
　
（
B
2
3
9
）

（

B

3

3

8

0

期

1

5

9

2

2

3

2

5

9

4

1

9

4

2

8

）

朗磁／
ト
チ
カ
イ

得
開

コ
ク
ラ
チ
コ
ク

用

1

4

1

）

極

楽

囲

（

B

1

8

7

3

2

0

3

3

5

3

5

9

）

ミ

ヤ

チ

ケ

ン

　

　

　

　

　

ハ

チ

ク

ラ

2
6
5
）
若
見
（
B
l
O
7
1
4
5
）
薄
拘
羅

宇
チ
タ
ワ
ン

欲
観
（
B
蘭
塑

シ
ャ
チ
タ
ワ
ウ

（
A
7
）
赤
　
光

ヒ
ヤ
チ
タ
ワ
ウ

白
　
光
　
（
A
2
2
）

ヒ

ヤ

チ

コ

タ

　

　

　

　

モ

チ

ケ

ン

レ

ン

自
鵠
（
A
3
1
）
目
捷
連
（
A
4
B
1
1
1
2
3
6
似
）

ロ
チ
コ
ウ

（
B
用
竺
」
ハ
劫
（
B

カ
列
キ

（
牒
用
）
欒
器
（
B
9
9

こ
引
ケ

肉
撃
（
B
m
㌶
聖
掴
猫

シ
ャ
ウ
シ
チ
シ
ャ
ウ
ク
ワ
ウ

（
A
2
2
）
青
色
青
光
　
（
A
2
2
）

右
例
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
チ
表
記
例
は
、
当
該
入
声
音
に
日
本
呉
音
に
お
け
る
清
音
が
続
く
場
合
に
出
現
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら

に
、
各
人
声
音
の
他
の
仮
名
表
記
と
の
関
係
を
見
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
表
H
・
表
H
の
よ
う
に
な
る
。

表
H
か
ら
、
チ
表
記
は
、
無
声
子
音
が
下
接
す
る
場
合
の
表
記
で
あ
り
、
フ
表
記
・
ウ
表
記
は
、
有
声
音
が
続
く
時
の
表
記
で
あ
る
と
い

う
相
補
分
布
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
表
H
で
は
、
チ
表
記
は
、
力
行
子
音
が
下
接
す
る
場
合
に
見
ら
れ
、
ク
表
記
・
キ
表
記

は
、
他
の
音
の
前
に
出
現
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
両
表
に
よ
れ
ば
、
チ
表
記
は
語
末
に
は
決
し
て
現
わ
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、

唇
内
入
声
・
喉
内
入
声
の
音
が
、
促
音
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

先
に
も
触
れ
た
通
り
、
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
片
仮
名
文
や
漢
文
訓
読
資
料
・
辞
書
な
ど
の
舌
内
入
声
音
表
記
は
、
ツ
表
記
が
主
流
と
な
り
、

（39）

そ
れ
に
伴
い
、
舌
内
入
声
音
と
同
一
の
も
の
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
唇
内
・
喉
内
入
声
の
促
音
も
、
ツ
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て

（40）

行
く
。
と
こ
ろ
が
、
本
資
料
は
舌
内
入
声
音
を
主
に
チ
表
記
す
る
た
め
、
促
音
も
チ
表
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。



表
H
－
－
　
a
唇
内
入
声
　
－

無 ウ フ チ 据

1 1
阿 力

行
土サ

夕

回
＼ノ

ガ

2 4 ザ

3 2 ダ

1 1 ヾノ

1 4 ア

2 3 ナ

3 マ

3 ヤ

1 ‾フ

21 ワ

1 23 58 語
末

2 24 ハ
リ
ー
U

93 計

（
表
中
の
数
字
は
用
例
数
。
空
欄
は
用
例
無
し
。
次
表
も
同
じ
。
）

表
m
－
－
b
喉
内
入
声
1

無 キ ク チ
∵

1 2 1
瓦 力

行

9 05 1 サ

6 82 タ

71 1 ＼ノ

32 ガ

2 0
01 ザ

93 ダ

21 †ノ

74 ア

11 ナ

31 マ

3 ヤ

83 ラ

51 ワ

65 nHu
9

語
末

1 57 5ハH
H
u

5 65 計

こ
こ
で
、
当
代
に
お
け
る
字
音
直
読
資
料
の
内
に
、
本
資
料
と
同
様
に
促
音
の
チ
表
記
を
見
せ
る
資
料
を
探
せ
ば
、
や
は
り
先
引
の
『
大

般
若
波
羅
蜜
多
脛
』
建
長
六
年
頃
点
が
浮
か
び
上
が
る
。
こ
の
文
献
に
お
け
る
促
音
表
記
の
様
子
は
、
左
記
の
如
く
で
あ
る
。
（
巻
十
ま
で
の

例
に
限
る
。
）

a
唇
内
入
声
（
2

龍
門
文
庫
蔵
『
浄
土
三
部
脛
』
　
に
つ
い
て
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究

チ
表
記

サ
刈雑

色
（

（
三
4
7
）

シ
到

巻

行

　

　

サ

剤

　

　

　

　

　

　

シ

到

　

　

　

　

　

　

　

シ

到

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

剤

二
川
牒
）
雑
華
（
十
弛
）
　
十
方
二
川
三
相
）
十
遍
（
三
3
7
2
2
5
四
9
5
1
9
7
渦
誠
3
9
7
五
4
4
型
ハ
糾
2
5
5
七
3
1
郡
鋤
4
5
6
八
2
4
2
5
9
九
相
十
1
3
0
）
十
想

キ

チ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

キ

チ

及
諸
（
一
猫
諏
3
1
1
3
3
8
3
5
8
銅
氾
4
0
9
融
幽
4
5
3
九
4
2
0
）
及
彼
（
八
服
九
4
6
2
）

シ
到
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
引
ケ

ニ

チ

　

　

　

　

　

　

　

ニ

チ

入
出
（
三
4
5
八
5
）
入
初
（
七
3
2
9
3
3
5
謝
3
6
5
3
7
2
3
8
1
3
9
3
八
6
1
6
）

集
智
（
三
5
1
）
集
諦
（
三
3
5
9
）
　
習
気
（
三
8
6
四
捕
2
1
3
2
1
9
m
4
2
9
五
6
2
）

ツ
表
記

コ
ツ
シ
ヤ
ウ

業
障
　
（
一
些
二
1
2
2
）

ホ
刈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
如

法
性
（
一
些
二
諏
四
1
1
8
八
2
0
5
九
4
2
9
畑
）
法
性
（
四
2
0
2
冗
鋤
的
五
3
2
六
m
七
1
4
川
棚
4
0
1
4
5
1
八
3
7
紺
九
4
7
8
十
M
型
法
虞
（
五

ホ

刈

　

　

　

　

　

　

ホ

刈

1
3
6
1
3
6
3
9
7
3
9
7
3
9
9
4
0
0
4
0
1
4
0
1
4
0
3
4
0
3
4
0
5
4
0
5
七
塑
法
智
（
三
5
2
）
法
界
（
三
1
3
8
m
3
0
8
四
7
7
2
0
2
狐
鍼
3
3
8
3
7
4
五
1
1
3
2
1
4
3
4
2
2
4
3
2
六
1
7
2
m
七
1
4
Ⅲ
1
2
5
1
9
0
2
6
8
甜
4
0
1
4
5
1
八
3
7

刈

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

刈

1
9
2
鋤
紺
九
4
7
8
十
1
0
3
型
法
界
（
四
4
6
6
五
地
相
4
3
3
仙
4
3
5
4
3
6
塑
ハ
1
7
6
1
7
6
1
7
8
1
7
8
期
欄
七
1
2
6
1
2
7
描
1
2
8
1
2
9
1
3
0
1
3
2
1
3
2
1
3
3
1
5
2
m
m
捕
掴
八
墾
法
空
（
三
1
7
3
掴
四
8
8

叫

珊
狛
五
3
0
凱
六
1
5
1
七
用
相
八
3
6
2
0
3
餌
九
4
7
7
十
3
3
9
6
m
）
法
空
　
（
四
誠
3
7
〇
七
1
0
猫
欄
）

b
喉
内
入
声
（
売
）

チ
表
記

ヤ
到

裂
（
謡
霊
認
諾
竿
琵
禁
霊
霊
禁
禁
4
7
5
蟻
Ⅲ
）
　
亦
各
（
一
2
9
1
霊
）

ツ
表
記

ト

ツ

　

コ

　

　

　

　

　

ト

ツ

カ

タ

　

　

　

　

ト

ツ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヨ

刈

こ
ヤ
刑

若
起
（
八
1
5
4
）

ト
刈

キ

ヤ

ク

ク

劇
苦
（
九
1
2
6
）

キ
ヤ
睦

濁
居
（
一
9
3
）
猫
覚
（
一
班
）
猫
覚（

一

3
0
2
3
7
〇
五
3
0
2
2
4
六
1
5
1
七
1
1
1
8
6
細
欄
4
5
〇
八
3
6

O
J

Oり
ー

8
9
9
8
2
1
1
2
3
7
3
1
〇
四
9
9
3
1
3
六
棚
）

コ
刈

蝕

九

4

7

7

十

3

4

9

6

2

2

0

）

　

極

士

喜
（
三
2
2
8
）
　
極
喜
（
四
9
6
2
0
5
4
0
6
五
4
9
2
8
8
川
畑
六
3
1
9
3
1
9
七
3
8
m
2
1
7
4
5
8
八
4
0
2
1
2

欲
界
（
一
2
1
2
五
2
3
七
3
3
8
m
畑
仙
八
一
望
　
得
空
（
三
川
四
8
9
1
1
5
1
2
1
2
0
l
狙

コ
刈

刈

　

　

　

　

　

　

　

　

コ

用

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

ツ

　

ル

　

　

　

　

　

　

　

ホ

刈

2
6
6
2
6
6
．
）
　
極
喜
（
六
型
　
極
光
（
一
型
二
4
0
2
四
1
2
2
8
1
七
題
八
3
1
6
十
堅
　
北
倶
慮
洲
（
一
墾
北
方
（
一
3
2
2
3
6
5
十
2
6
5
3
0
1
3
2
1
塑

右
例
の
如
く
、
当
資
料
で
は
、
チ
表
記
の
外
に
ツ
表
記
も
見
ら
れ
る
点
が
、
龍
門
文
庫
蔵
『
阿
弥
陀
経
』
『
観
無
量
寿
雁
』
と
は
異
な
る
が
、



チ
表
記
・
ツ
表
記
共
に
無
声
子
音
が
続
く
場
合
に
見
ら
れ
る
点
と
、
決
し
て
語
末
に
は
出
現
し
な
い
点
と
で
全
く
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
よ

っ
て
、
当
資
料
に
お
け
る
チ
表
記
・
ツ
表
記
も
、
入
声
音
の
促
音
化
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
、
先
と
同
様
に
唇
内
入
声
・
喉
内
入
声
の
他
の
仮
名
表
記
と
の
関
係
を
見
れ
ば
、
表
Ⅳ
・
表
Ⅴ
の
通
り
で
あ
る
。

表
Ⅳ
－
－
a
唇
内
入
声
　
－

ウ フ ツ チ
∵

4 28 8
力
行

1 64 62 サ

1 2 タ

42 ＼ノ

2 ガ

6 ザ

7 ダ

1 ヾノ

2 ア

1 ナ

2 マ

ヤ

ラ

1 ワ

03
語
末

0 75 92 06 計

表
Ⅴ
　
－
　
b
喉
内
入
声
　
－

キ ク ツ チ
ド

楼

表
記

006 82
力
行

6 サ

2 タ

3 6 ＼ノ

32 ガ

11 ザ

72 ダ

†ノ

3 ア

41 ナ

4 マ

7 ヤ

1 3 ラ

1 ワ

21 943
語
末

31 354 47 82 計

こ
の
表
Ⅳ
・
表
Ⅴ
か
ら
は
、
「
チ
・
ツ
」
と
「
フ
」
の
表
記
、
「
チ
・
ツ
」
と
「
ク
・
キ
」
の
表
記
と
の
間
に
、
そ
れ
ぞ
れ
表
H
・
表
Ⅲ
と
同

様
の
相
補
分
布
が
看
取
さ
れ
、
チ
表
記
・
ツ
表
記
が
、
入
声
音
の
促
音
化
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
当
資
料
は
、
チ
表
記
の
外
に
ツ
表
記
が
存
す
る
点
で
、
龍
門
文
庫
蔵
『
阿
弥
陀
脛
』
『
観
無
量
寿
脛
』
と
異
な
っ
て
い
る
の
で

龍
門
文
庫
蔵
『
浄
土
三
部
経
』
　
に
つ
い
て
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あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
先
の
舌
内
入
声
音
の
表
記
と
深
く
関
連
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
建
長
六
年
頃
点
の
舌
内
入
声
の
表
記
は
、
チ
表
記
主
体
の
中
に
、
舌
内
入
声
に
先
行
す
る
母
音
が
回

国
の
場
合
に
ツ
表
記
を
採
る
も
の
で
あ
っ
た
。
今
、
当
資
料
の
促
音
化
し
た
唇
内
・
喉
内
入
声
字
を
、
促
音
の
直
前
の
母
音
に
よ
っ
て
分
類

す
る
な
ら
ば
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

］
　
　
サ
チ
　
　
カ
チ

a［］［1．－」u
r
L

］
e

［］0

雑
・
各

シ
チ
　
　
キ
チ

十
・
及

ヤ
チ
　
　
こ
ヤ
チ
　
　
キ
ヤ
チ

亦
・
若
・
劇

ニ
ナ
　
　
シ
チ
　
　
シ
チ

入
・
集
・
習

（
ナ
シ
）

（
サ
シ
恒
　
－
－
　
1
　
－
－

コ
ツ
　
　
ホ
ッ
　
　
ト
ツ
　
　
ヨ
ッ
　
　
ト
ツ
　
　
コ
ツ
　
　
ホ
ツ

業
・
法
・
猫
・
欲
・
得
・
極
・
北

［
直
前
の
母
音
が
河
川
の
時
は
、
チ
表
記
で
あ
り
、
H
の
時
は
、
ツ
表
記
で
あ
っ
て
、
チ
表
記
か
ツ
表
記
か
は
、
入
声
音
の
直
前
の
母
音
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
舌
内
入
声
音
の
表
記
と
同
然
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
当
時
、
舌
内
入
声
音
＝
促
音
と
い

う
把
握
の
も
と
に
、
上
下
の
字
が
接
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
促
音
を
、
上
字
の
末
音
と
し
て
把
え
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
認
識
の
も
と
で
加
点
さ
れ
た
こ
と
は
、
龍
門
文
庫
蔵
『
阿
弥
陀
脛
』
『
観
無
量
寿
経
』
も
全
く
同
様
で
あ
る
が
、
龍
門
文
庫
蔵
本
で
は
、

ホ
ヅ

舌
内
入
声
の
ツ
表
記
は
、
先
行
母
音
回
の
場
合
に
限
っ
て
見
ら
れ
た
た
め
（
例
外
‖
「
竺
（
一
例
）
）
、
母
音
国
に
続
く
促
音
化
例
の
存
し
な
い

本
資
料
で
は
、
チ
表
記
し
か
現
わ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、
む
　
　
す
　
　
び

本
稿
で
取
り
上
げ
た
龍
門
文
庫
蔵
『
浄
土
三
部
経
』
は
、
こ
れ
ま
で
の
記
述
か
ら
明
ら
か
な
通
り
、
呉
音
直
読
資
料
で
あ
る
。
鎌
倉
後
期



の
書
写
で
は
あ
る
が
、
そ
の
親
本
は
、
鎌
倉
初
期
頃
の
成
立
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
た
。
は
じ
め
に
記
し
た
如
く
、
『
浄
土
三
部
脛
』
の
字
音

直
読
資
料
は
、
鎌
倉
時
代
以
降
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
よ
っ
て
、
龍
門
文
庫
蔵
本
は
、
本
経
の
音
読
史
を
考
え
る
場
合
の
基
点
と
な
る
べ

き
史
料
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
字
音
注
の
系
統
は
、
法
相
宗
系
統
で
あ
る
こ
と
も
推
測
さ
れ
た
。
管
見
の
範
囲
で
は
、
鎌
倉
時
代
の
法

相
宗
関
係
の
字
音
直
読
資
料
で
仮
名
音
注
を
有
す
る
も
の
は
少
な
く
、
こ
の
点
で
も
貴
重
な
資
料
と
な
ろ
う
。

本
資
料
は
、
今
回
の
考
察
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
多
角
的
な
分
析
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
資
料
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

注

（
1
）
　
石
田
茂
作
『
朋
譜
。
奈
良
朝
仏
教
の
研
究
』
（
東
洋
文
庫
論
叢
第
十
一
）
捕
ペ
ー
ジ
参
照
。

（
2
）
　
中
田
祝
夫
『
改
訂
版
古
鮎
本
の
圃
語
草
的
研
究
　
総
論
篇
』
九
一
・
四
六
六
貢
参
照
。

（
3
）
　
『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
　
第
七
巻
』
　
（
法
蔵
館
）
　
に
よ
る
。

（
4
）
　
片
岡
義
道
「
仁
和
寺
本
阿
弥
陀
経
に
つ
い
て
1
聾
鮎
と
馨
明
博
士
と
の
連
関
」
（
『
慈
覚
大
師
研
究
』
所
収
）
に
よ
る
。

（
5
）
　
巻
上
の
一
部
の
み
。
『
恵
信
尼
文
書
の
研
究
』
『
恵
信
尼
文
書
の
考
究
』
「
墨
美
」
響
号
に
よ
る
。

（
6
）
　
小
林
芳
規
『
角
筆
文
献
の
圃
語
学
的
研
究
　
研
究
篇
』
八
五
四
頁
に
よ
る
。

（
7
）
　
藤
堂
祐
範
『
浄
土
教
版
の
研
究
』
、
片
岡
了
「
『
悌
説
阿
禰
陀
経
』
（
延
書
本
）
の
国
語
史
的
研
究
」
（
『
神
田
喜
一
郎
博
士
追
悼
中
国
学
論
集
』
所

収
）
。
川
瀬
一
馬
『
績
日
本
書
誌
学
之
研
究
』
七
八
一
貢
。
な
ど
を
参
照
。

（
8
）
　
沼
本
克
明
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漠
字
音
に
就
て
の
研
究
』
八
七
貢
参
照
。

（
9
）
　
『
伝
後
伏
見
院
展
翰
雛
軸
観
無
量
寿
経
・
阿
弥
陀
経
』
（
「
勉
誠
社
文
庫
竺
）
の
「
解
説
」
参
照
。

（
1
0
）
　
藤
堂
祐
範
『
浄
土
教
版
の
研
究
〓
ハ
二
頁
参
照
。
た
だ
し
、
本
書
中
に
龍
門
文
庫
蔵
本
は
、
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
1
1
）
　
『
奈
良
市
史
　
建
築
篇
』
（
昭
和
5
1
年
5
月
）
m
ペ
ー
ジ
参
照
。

（
望
　
『
阿
弥
陀
経
』
と
『
無
量
寿
経
』
と
の
冒
頭
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
龍
門
文
庫
善
本
書
目
』
（
昭
和
5
7
年
3
月
）
m
ペ
ー
ジ
・
『
日
本
書
誌
学
之
研
究
』

二
八
四
貢
に
写
真
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
曇
　
奈
良
時
代
に
お
い
て
『
無
量
寿
経
』
は
、
「
学
的
研
究
の
対
象
」
で
あ
っ
た
ら
し
く
（
石
田
茂
作
『
鵠
㌢
奈
良
朝
儒
教
の
研
究
』
一
六
七
貢
）
、

龍
門
文
庫
蔵
『
浄
土
三
部
経
』
　
に
つ
い
て



（14）（15）（16）（17）（18）（19）（20）（21）（22）

（23）（24）（25）（26）

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六

書
写
読
講
は
一
般
に
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
井
上
光
貞
『
日
本
浄
土
教
成
立
史
の
研
究
』
4
8
ペ
ー
ジ
）
。
平
安
時
代
に
お
い
て
も
同

様
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
『
寧
楽
遺
文
』
『
平
安
遺
文
』
を
通
し
て
、
『
無
量
寿
経
』
の
名
は
一
度
し
か
見
ら
れ
な
い
。
鎌
倉
時
代
の
『
浄
土
三
部
経
』

音
読
資
料
の
う
ち
、
親
鸞
の
『
観
無
量
寿
経
』
『
阿
弥
陀
経
』
も
、
書
写
当
初
か
ら
『
無
量
寿
経
』
を
欠
い
て
い
た
と
説
か
れ
て
お
り
、
伝
後
伏
見

院
展
翰
『
仮
名
書
き
観
無
量
寿
経
・
阿
弥
陀
経
』
に
、
『
無
量
寿
経
』
が
伝
わ
ら
な
い
の
も
偶
然
の
こ
と
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

（
　
）
内
の
A
・
B
・
C
・
D
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
阿
弥
陀
経
』
・
『
観
無
量
寿
経
』
・
『
無
量
寿
経
』
巻
上
・
『
無
量
寿
経
』
巻
下
を
指
し
、
算
用
数
字

は
用
例
所
在
の
行
数
を
示
す
。
以
下
同
。

「
憧
」
「
成
」
二
字
の
他
の
箇
所
で
の
声
点
加
点
例
は
、
去
声
濁
あ
る
い
は
直
前
の
字
の
声
調
の
影
響
に
よ
る
上
声
濁
で
あ
る
。

「
瑚
」
は
、
ミ
媚
料
中
に
媚
を
見
な
緒
、
『
法
華
経
単
字
』
清
上
声
点
牒
纏
さ
れ
て
い
る
。
モ
引
　
　
　
　
割
ク

ウ
ー
ク
‥
名
　
（
B
用
）
－
模
（
A
型
終
　
（
B
岨
）
　
ク
ー
ウ
‥
徳
（
A
脚
）
閃
　
（
A
6
5
）
　
ク
1
〃
‥
目
（
B
型
　
コ
ー
ヨ
‥
囲
（
B
墾

ヨ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ア

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ロ

ム

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

刊

ク

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

判

後
（
B
鬱
　
チ
ー
ウ
‥
弗
（
A
9
0
）
　
フ
ー
ア
‥
部
（
B
㍑
）
　
7
1
ロ
‥
晶
（
B
型
ユ
ー
ヤ
‥
終
　
（
B
型
　
ヨ
t
ユ
‥
諸
（
A
8
）
　
リ

〓

1
ソ
‥
利
（
B
2
5
）
。
以
上
。

シ

サ

ム

シ

ユ

コ

フ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

キ

フ

フ

ル

ナ

毘
富
羅
声
‥
此
仁
種
業
（
B
6
9
）
　
フ
入
声
‥
扱
富
櫻
那
（
B
1
8
）
。
左
に
傍
線
を
引
い
た
字
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
。

『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究
』
第
一
部
第
三
章
第
一
節
。

こ
の
う
ち
、
①
⑤
⑥
⑳
⑩
⑬
⑰
㊧
⑰
⑳
⑳
⑳
に
つ
い
て
は
、
写
真
等
に
依
っ
て
も
見
る
こ
と
が
で
き
て
お
ら
ず
、
沼
本
博
士
の
記
述
に
負
う
て
い

る
。注

　
（
1
9
）
　
に
同
じ
。

沼
本
克
明
『
日
本
漢
字
音
の
歴
史
』
（
東
京
堂
出
版
。
昭
和
6
1
年
6
月
。
）
2
6
1
ペ
ー
ジ
。
拙
稿
「
呉
音
一
音
節
去
声
字
の
上
声
化
の
過
程
」
（
「
鎌
倉

時
代
語
研
究
　
第
十
輯
」
（
武
蔵
野
書
院
。
昭
和
6
2
年
5
月
。
）
所
収
）
参
照
。

小
林
芳
規
先
生
よ
り
お
借
り
し
た
移
点
本
に
依
る
。

こ
の
際
同
∵
と
な
っ
た
音
韻
は
、
通
説
の
曾
す
る
よ
。
は
、
曾
方
が
漠
字
音
の
原
音
と
は
よ
。
良
く
対
応
す
る
。

注
（
1
9
）
著
書
七
二
四
頁
に
、
『
蒙
求
』
読
諦
音
に
つ
い
て
、
同
様
の
事
象
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

「
於
」
に
つ
い
て
は
、
多
数
の
表
記
例
全
例
が
オ
で
あ
り
、
字
母
意
識
の
よ
う
な
も
の
が
働
い
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。



（
2
7
）
　
築
島
裕
『
平
安
時
代
語
新
論
』
（
東
京
大
学
出
版
会
。
昭
和
4
4
年
6
月
。
）
三
五
八
頁
参
照
。

′
／

（
墾
　
尚
、
ウ
オ
・
ウ
ヲ
の
表
記
が
存
し
な
い
理
由
に
つ
い
て
は
、
完
全
に
興
の
発
音
に
統
合
さ
れ
て
い
た
為
、
ウ
を
書
き
添
え
る
必
要
が
な
か
っ
た
と

′
！
．

い
う
考
え
方
も
で
き
る
が
、
全
く
合
口
性
を
失
い
、
屈
に
統
一
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
余
地
も
有
ろ
う
。

（
2
9
）
　
注
（
1
9
）
著
書
七
二
四
貢
参
照
。

（
型
　
注
（
6
）
著
書
七
四
八
～
七
五
二
頁
参
照
。

（
聖
　
小
林
芳
規
「
中
世
片
傾
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」
（
「
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
特
集
号
3
」
昭
和
4
6
年
3
月
）
七
七
頁
参
照
。

（
翼
　
馬
淵
和
夫
『
国
語
音
韻
史
』
（
笠
間
書
院
。
昭
和
4
6
年
4
月
。
）
m
ペ
ー
ジ
。
及
び
注
（
1
9
）
著
書
七
五
〇
頁
参
照

（
鬱
　
注
（
2
2
）
著
書
姻
ペ
ー
ジ
参
照
。

（
型
　
同
右
著
書
2
4
2
ペ
ー
ジ
参
照
。

（
竺
　
林
史
典
「
呉
音
系
字
音
に
お
け
る
舌
内
入
声
音
の
か
な
表
記
に
つ
い
て
」
（
「
圃
語
学
」
第
m
集
）

（
竺
　
吉
沢
義
則
「
数
行
信
証
の
訓
点
は
坂
東
語
か
」
（
「
龍
谷
大
学
論
叢
」
大
正
1
2
年
4
月
）
。
小
林
芳
規
「
鎌
倉
時
代
語
史
料
と
し
て
の
草
稿
本
数
行

信
託
古
点
」
（
「
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
」
昭
和
卯
年
9
月
）

（
3
7
）
　
院
政
末
期
の
聖
衆
来
迎
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』
で
は
、
ツ
表
記
が
圧
倒
的
に
多
く
、
鎌
倉
時
代
の
「
仮
名
書
き
法
華
経
」
で
も
ツ
表
記
が
多
数
を

占
め
る
た
め
、
宗
派
に
よ
る
表
記
法
の
相
違
が
存
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
墾
　
川
瀬
一
馬
「
大
東
急
記
念
文
庫
貴
重
書
解
題
俳
書
之
部
」
（
昭
和
3
1
年
1
0
月
。
）
7
2
ペ
ー
ジ
。

（
型
　
注
（
黛
著
書
、
付
論
第
二
章
参
照
。

（
4
0
）
　
尚
、
字
音
直
読
資
料
に
お
け
る
促
音
の
仮
名
表
記
は
、
「
院
政
・
鎌
倉
初
中
期
で
は
、
ま
だ
「
ツ
」
「
チ
」
表
記
の
例
は
殆
ど
見
出
せ
な
い
よ
う
で

あ
る
。
」
（
注
（
1
9
）
著
書
一
〇
八
四
頁
）
と
言
わ
れ
る
中
で
、
本
資
料
は
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
舌
内
入
声
＝
促
音
と
い
う
把
握
を
示
す
好
資
料
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
平
成
元
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
集
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
小
林
芳
規
先
生
・
沼
本
克
明
先

生
よ
り
有
益
な
御
示
唆
を
頂
い
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

龍
門
文
庫
蔵
『
浄
土
三
部
樺
』
　
に
つ
い
て




